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Abstract

solution and then with the buffer solution (pH 4.0). The extracts were combined after purification using a hexane/SPE cartridge 

column. Analytical validations for 65 compounds were done with salmon, shrimp, cattle muscle and milk. The accuracy and precision 

were within the required ranges of Japanese validation guidelines for a wide range of veterinary drugs (58 compounds in salmon, 51 

compounds in shrimp, 63 compounds in cattle muscle, and 63 compounds in milk).
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Ⅰ　緒言

畜水産物の生育・飼育現場では、疾病の予防や治療、
生産効率の向上を目的として、各種の動物用医薬品（動
薬）が用いられている。中でも細菌性疾病の治療の際に
第一次選択薬として用いられる、オキシテトラサイクリ
ン等のテトラサイクリン系抗生物質、アンピシリン、ベ
ンジルペニシリン等のペニシリン系抗生物質、タイロシ
ン等のマクロライド系抗生物質、カナマイシン、ストレ
プトマイシン等のアミノグリコシド系抗生物質、サル

ファ剤は使用量が多く、国内の動薬販売量の 80%以上を
占めている 1)。また、直近 10年間（2012年度～ 2021年
度分）の輸入食品の残留動薬にかかる違反事例では、エ
ンロフロキサシン（ニューキノロン系）、フラゾリドン
（フラン系）などの合成抗菌剤や、クロラムフェニコー
ル、オキシテトラサイクリンなどの抗生物質の検出頻度
が高い *1。食品衛生法に基づく行政検査においては、こ
れらの使用量や違反事例の多い動薬の重点的な監視と併
せて、2006年に導入されたポジティブリスト（PL）制度
への対応として、より多くの動薬を測定可能な一斉分析
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